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皆さん、こんにちは！　 隊員 田中　裕子

すっかり寒くなってきましたが、皆さんお変わりないでしょうか？

私が就任してから、あっという間に3か月が経とうとしています。

10月に任務を開始してから、色々なことに参加させて頂きましたが、

今日はそのうちのいくつかをご紹介させて頂きますね(^O^)／

　　11月はちょうどお祭りの季節ということで、

山代の里も色々な場所に行って販売をしてきました！

岩国では、山代の里の「あんこ寿し」や「お餅」などを待ってくださっているお客様も少なくなく、

山代の里の皆さんがこれまで培ってこられた信頼の賜物だなぁ～なんて感じさせて頂きながら、

一緒に販売をさせて頂きました(^O^)／

毎朝早くからお寿司やお餅を作っていらっしゃる皆さんの、若さ、元気さ、活き活きさには

私もいつも元気を頂いています！

＊日本政府観光局（ＪＮＴＯ）インバウンド戦略部次長　広瀬　雅彦氏から、

「外国人観光客市場の現状と観光大国への取り組み」

＊（一財）都市農山漁村交流活性化機構　審議役　茅原　裕昭氏　より

「事例から学ぶ農山漁村での外国人旅行者へのおもてなし」

　について、日本の人口減少も絡めてお話を伺ってきました。

史上初、外国人観光旅行客２千万人突破したそうです。

そして、今後は、今まで日本の観光ビザ取得が難しかった中国人、インド人などの

ビザ緩和に入る予定なので、更に訪日外国人観光客見込みがあります。

ただ、現在人気のゴールデンルートが、日光ー広島間のルートで、

山口以南を訪れる外国人観光客が少ないとのこと。

2060年には、総人口約8700万人に対し、生産年齢人口約4400万人の見通し、

つまり、若者１人で高齢者２人の社会福祉費用等を負担する時代がきてしまいます。　　　

（私の息子、孫世代への負担がとても気になります・・・・(´;ω ;｀)）

そこで政府が期待しているのが、外国人観光客！

外国人観光客が一度の日本滞在中に消費してくださる金額から、

政府が予想しているのが・・・（次ページへ）

江戸時代に出来たという 

あんこ寿し、とても美味しいです♪ 

山代の里での加工・販売のお手伝い 

インバウンドツーリズム 訪日外国人受入れ促進セミナー ～外国人旅行客を魅力あふれる農山漁村



観光客をどんどん誘致し、人口削減をカバーする代打として日本政府が期待している観光業！

観光業が盛り上がれば、自然とそれに付随する雇用創出にもつながります。

東南アジア諸国は、人口減少もなく、今後経済発展等期待されており、様々な国からの観光客が見込めます！

Ｑでは、外国人観光客はどんなことを日本に期待しているか？？？
従来日本にあった、日本の田舎にとっては普通なこと、

（山川、自然、盆栽や日本の田舎、郷土料理、侍、お寺、神社）

そういった事に興味を持っている人が多く、

実際にそれらの体験型観光をされる方が増えているそうです！（田舎での民泊等）

この話を聞きながら、本郷にはこれらをぜーんぶ活かせるものが沢山ある！！

やっぱり可能性が沢山残っている！！と、一人でとってもワクワクしたのを覚えています。

ぜひ、こういった観点からも、本郷にある素晴らしい自然や歴史的物事を皆さんと蘇らせて、

今後、外国人観光客に本郷にまでも来て頂けるような何かを皆さんと一緒に考えて、

作り上げていきたいなぁと思っています！

10/25-27　東京都の高校生民泊受入れに際し、受付やイベント体験でのお手伝いをさせて頂きました。

到着したばかりの時の生徒さんのお顔と、ここを去る時のお顔の違いにビックリしたのを覚えています。

皆さん、すごく素敵な体験をされているんだろうな～と感じられるほどの、まぶしい笑顔が印象的でした！

ご年配の方々にとっては、準備や掃除も大変だし、知らない方のお子さんを預かり責任の重さも加わり、

簡単だとはとてもいい難い民泊受入れではあると思います。

だけど、都会の高校生が、田舎で、大自然の中で、滅多にできないような素晴らしい体験をされて

正味たった2日間で、顔がみるみる変わっているのを見ると、

是非とも、今後とも民泊を受け入れていける山代地域であってほしいなぁ。と思いました。

そのために、私も何か出来ることがあればお手伝いさせて頂けたら幸いです！

日本定住人口１人分の年間消費額（125万とする） を 訪日外国人約7人分の

消費額で賄えると見積もっているそうです！！！  

それは 

東京都高校生民泊受入れのお手伝い 


